
  ■ポイント 

①旧制度の社会構造と三部会の開催にいたる背景を理解しよう。 

②フランス革命の主導権は，どのような人々がもったのだろうか。 

 

アンシャン・レジームと貴族の反抗〔p.84〕 

〔            〕…革命前の絶対王政 

 ・聖職者（第一身分），貴族（第二身分）…特権身分 

 ・平民（〔      〕）…政治的権利なし，税を負担 

革命の発端…フランスの国家財政悪化（七年戦争後） 

 →〔      〕の財務改革（貴族への課税） 

 →貴族が〔     〕の召集を要求 

 

革命の進展〔p.84〕 

〔     〕召集（1789.5） 

 →第三身分と特権身分の対立 

〔      〕創設（89.6） 

 →〔        〕…憲法制定をめざす 

バスティーユ牢獄襲撃（89.7.14） 

 →封建的諸権利の廃止・〔      〕採択（89.8） 

1791 年憲法制定…制限選挙による立憲君主政 

 →〔      〕成立（1791.9） 

革命戦争の開始（92.4）…国外から革命干渉の動き 

 →〔      〕派がオーストリアに宣戦 

革命戦争と共和政の樹立〔p.85〕 

当初の連敗 

 →義勇兵の組織，国王一家への不信が高まる 

〔      〕召集…立法議会は解散 

 →王政廃止と共和政の樹立を宣言（1792.9） 

 →ルイ 16世処刑（93.1） 

 →〔          〕結成 

 

革命独裁とテルミドールの反動〔p.85〕 

山岳派（ジャコバン・クラブの〔          〕ら）…国民公会で主導権をにぎる 

山岳派の改革 

 ・〔            〕 

 ・最高価格令…物価を統制 

 ・新憲法制定（男性普通選挙など）…実施は延期 

恐怖政治…反対派を処刑→独裁体制をかためる 

 →〔           〕（1794.7）…〔          〕ら処刑 

 →革命は退潮に 

 

 

第 2 部 成熟するアジアと世界へむかうヨーロッパ 

第 3 章 大西洋世界の変容とその波及 

  1 節 ヨーロッパとアメリカの諸革命 

   ③ フランス革命（教科書 p.84～85） 


